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「石油コンビナート災害対応への先進技術活
用検討会」について

　消防庁では、日々発展するＩｏＴ、ＡＩ、３Ｄ解析技
術やドローンなどを先進技術として位置付け、それらを
活用した石油コンビナート災害対応の未来像を提示する
ことにより、先進技術の導入促進を図るため、標記の検
討会を令和元年８月から令和３年３月までに計７回開催
しています。その概要及び今後の取り組み方針について
本稿で紹介します。
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消防庁特殊災害室

（１）	 検討会設置の背景・目的
　�　南海トラフ地震等の大規模自然災害では、石油コン
ビナートにおいても甚大な被害が予想されています。
その際に発生する災害では、実態を迅速かつ正確に把
握し、限られたリソースを活用して正確な状況判断に
基づいた災害対応が求められますが、その人材の育成
やノウハウの継承が順調に進んでいるとは言い難く、
関係者において懸念されている状況にあります。

　�　一方、正確な情報を迅速に収集するＩｏＴ、３Ｄ解
析技術や的確に状況判断を行うＡＩ等の先進技術の発
展はめざましく、様々な分野において保安対策、ヒュー
マンエラー対策に活用され始めています。
　�　このため、石油コンビナート災害における都道府県、
消防機関及び特定事業所の対応を、より安全で効果的
に行うための先進技術の活用が推進されるよう、先進
技術活用に関するニーズ調査及び分析を行い、概ね５
Ｇ技術が普及した程度の近い将来を想定した先進技術
の導入及び活用方策を検討しています。

（２）　令和元年度実施結果
　�　都道府県、消防本部、消防機関の先進技術に関する
ニーズや課題をアンケートにより取りまとめるととも
に、参考となる先進事例の活用事例も併せて取りまと
めました。
　�　そして、目指すべき目標イメージとしての石油コン
ビナート災害対応の未来像及び課題について整理し、
石油コンビナート災害対応への先進技術の活用の方向
性をまとめました。
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「石油コンビナート災害対応への先進技術活用検討会」について 

 

消防庁特殊災害室  

１ はじめに 

消防庁では、日々発展するＩｏＴ、ＡＩ、３Ｄ解析技術やドローンなどを先進技術と

して位置付け、それらを活用した石油コンビナート災害対応の未来像を提示することに

より、先進技術の導入促進を図るため、標記の検討会を令和元年８月から令和３年３月

までに計７回開催しています。その概要及び今後の取り組み方針について本稿で紹介し

ます。 

 

２ 検討会概要 

（１） 検討会設置の背景・目的 

南海トラフ地震等の大規模自然災害では、石油コンビナートにおいても甚大な被

害が予想されています。その際に発生する災害では、実態を迅速かつ正確に把握し、

限られたリソースを活用して正確な状況判断に基づいた災害対応が求められます

が、その人材の育成やノウハウの継承が順調に進んでいるとは言い難く、関係者に

おいて懸念されている状況にあります。 

一方、正確な情報を迅速に収集するＩｏＴ、３Ｄ解析技術や的確に状況判断を行

うＡＩ等の先進技術の発展はめざましく、様々な分野において保安対策、ヒューマ

ンエラー対策に活用され始めています。 

このため、石油コンビナート災害における都道府県、消防機関及び特定事業所の

対応を、より安全で効果的に行うための先進技術の活用が推進されるよう、先進技

術活用に関するニーズ調査及び分析を行い、概ね５Ｇ技術が普及した程度の近い将

来を想定した先進技術の導入及び活用方策を検討しています。 

 

（２） 令和元年度実施結果 

都道府県、消防本部、消防機関の先進技術に関するニーズや課題をアンケートに

より取りまとめるとともに、参考となる先進事例の活用事例も併せて取りまとめま

した。 

 そして、目指すべき目標イメージとしての石油コンビナート災害対応の未来像及

び課題について整理し、石油コンビナート災害対応への先進技術の活用の方向性を

まとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【携帯端末や電子ホワイトボードを活用した情報共有】 【ウェアラブルデバイス×画像伝送装置】 
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【携帯端末や電子ホワイトボードを活用した情報共有】 【ウェアラブルデバイス×画像伝送装置】 
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【無人放水ロボット】 【状況把握のためのドローン活用事例】 

（３）	 令和２年度実施結果
　�　令和元年度の検討会結果をもとに、各機関における
防災体制の現状を整理し、石油コンビナート災害対応
に係る先進技術導入箇所を提示しました。
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　消防庁は、石油コンビナート等へのドローンやＡＩ、
ＩｏＴ等新技術の導入によって限られた防災リソースを
適切に運用し最大の効果を発揮させることを目的とし、
「先進技術を活用した石油コンビナート災害対応に関す
る検討会(令和元年度～２年度)」を開催し検討を行って
きました。これまでの検討結果をもとに、「令和３年度
　石油コンビナート災害対応への先進技術活用検証計
画」を策定し、検証する項目を整理したところです。
今後は、整理した先進技術導入箇所についてさらに情報
収集を行い、導入が可能なのか項目ごとに検討・検証を
進めていきます。

　石油コンビナートにおいて事故等が発生した場合、多
数の死傷者を伴う深刻な事故となることもあり、また周
辺住民の安全を脅かすような大事故となる可能性や、周
辺環境や経済活動へも大きな影響を与える可能性があり
ます。国民の安心・安全を守るため、先進技術の導入を
含め、石油コンビナート災害対応の高度化・充実強化を
図ることが常に求められています。
　消防庁特殊災害室としては、この２箇年で共有した先
進技術導入に向けた目標イメージを踏まえつつ、ニーズ
が高く、かつ、実現可能性が高いと考えられる分野を中
心に、具体的なシステムやアプリケーションのあり方や、
平時の生産管理・保安体制との接続性も考慮し、消防庁
が中心となってさらに深掘りしていくことが効果的な課
題に対し、解決策についてさらに検討を進めていきます。
　最後に、本報告書が提示した未来像が関係者の将来ビ
ジョン形成の一助となることを心から期待します。

令和３年度検討会に向けて3 終わりに4

 

 

（３）令和２年度実施結果 

   令和元年度の検討会結果をもとに、各機関における防災体制の現状を整理し、石油
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３ 令和３年度検討会に向けて 

  消防庁は、石油コンビナート等へのドローンやＡＩ、ＩｏＴ等新技術の導入によって

限られた防災リソースを適切に運用し最大の効果を発揮させることを目的とし、「先進

技術を活用した石油コンビナート災害対応に関する検討会(令和元年度～２年度)」を

開催し検討を行ってきました。これまでの検討結果をもとに、「令和３年度 石油コン

ビナート災害対応への先進技術活用検証計画」を策定し、検証する項目を整理したとこ

ろです。 

今後は、整理した先進技術導入箇所についてさらに情報収集を行い、導入が可能なの

か項目ごとに検討・検証を進めていきます。 

 

４ 終わりに 

石油コンビナートにおいて事故等が発生した場合、多数の死傷者を伴う深刻な事故と

なることもあり、また周辺住民の安全を脅かすような大事故となる可能性や、周辺環境

や経済活動へも大きな影響を与える可能性があります。国民の安心・安全を守るため、

先進技術の導入を含め、石油コンビナート災害対応の高度化・充実強化を図ることが常

に求められています。 

問合わせ先
　消防庁　特殊災害室
　TEL: 03-5253-7528


